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血管疾患の既往、糖尿病の有無、血清クレアチニン、血清 P、CRP、とは独立して log BAPは死亡率
上昇の予測因子であった[ハザード比(HR) 8.32, 95%信頼区間(CI) 1.18-58.98]。他の変数である log 






















クレアチニン、および CRPとは独立して log BAPは死亡率上昇の予測因子であった[ハザード比(HR) 
8.32, 95%信頼区間(CI) 1.18-58.98, p=0.034]。他の変数である log CTX (HR 0.64, 95%CI 0.16-2.47)、
log iOC (HR 0.97, 95%CI 0.36-2.64)、log iPTH (HR 0.84, 95%CI 0.44-1.60)は有意ではなかった。
また BAPは、CTX、iOC、iPTHと比較して、日内変動率および日差変動率ともに最も小さかった。 
【結論】BAP高値は男性維持透析患者における死亡率上昇の予測因子と考えられる。BAPのみがカプ
ランマイヤー解析、Cox比例ハザードモデルで有意となった原因として、BAPが他の因子と比較して
日内変動率、日差変動率が小さいことが関連していると考えられた。 
以上より、本研究は、血清 BAPが男性維持血液透析患者の全死亡の予測因子であることを明らかにし、
その一因を解明した研究といえる。よって、本研究は博士（医学）の学位を授与されるに値するもの
と判定された。 
